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女
性
活
躍
推
進
法
等
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　
女
性
活
躍
推
進
法
等
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
女
性
活
躍
推

進
法
に
基
づ
く
一
般
事
業
主
行
動

計
画
の
策
定
義
務
が
常
用
労
働
者

１
０
１
名
以
上
の
事
業
主
に
拡
大

さ
れ
る
ほ
か
、
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
措

置
が
事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
神
奈
川
労
働
局
雇
用
環

境
・
均
等
部
指
導
課

☎
０
４
５
―
２
１
１
―
７
３
８
０

10
月
７
日
㈪
～
13
日
㈰
は

�

行
政
相
談
週
間

　
行
政
相
談
週
間
行
事
の
一
環
と

し
て
、
行
政
相
談
委
員
が
中
心
と

な
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

（
申
込
不
要
）

日　
時　
10
月
11
日
㈮
13
時
30
分

～
15
時
30
分

場　
所　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

内　
容　
国
の
行
政
機
関
の
業
務
、

公
団
や
公
庫
な
ど
の
特
殊
法
人
、

独
立
行
政
法
人
、
国
の
補
助
に
係

る
業
務
、
県
お
よ
び
市
町
村
が
国

か
ら
法
定
受
託
し
て
い
る
業
務
な

ど
に
関
す
る
相
談

相
談
員　
行
政
相
談
委
員
（
曽
我

眞
、
村
上
ち
ず
子
）

※
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
、
皆
さ
ん
の
相

談
相
手
と
し
て
、
国
の
行
政
機
関

な
ど
の
業
務
に
関
す
る
苦
情
の
相

談
に
応
じ
、
相
談
者
に
必
要
な
助

言
や
関
係
機
関
へ
苦
情
を
通
知
す

る
な
ど
、
問
題
の
解
決
を
促
し
ま

す
。

照
会
先

・
総
務
防
災
課
（
町
民
係
）

�

☎
８
５
―
７
１
６
０

・�

総
務
省
神
奈
川
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課

�

☎
０
５
７
０
―
０
９
０
１
１
０

糖
尿
病
週
間
行
事

「
は
じ
め
て
み
よ
う
運
動
療
法
」

　
糖
尿
病
の
方
、
予
備
軍
の
方
、

糖
尿
病
に
つ
い
て
学
ん
で
み
た
い

方
、
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
程　
11
月
10
日
㈰

〈
午
前
の
部
〉

〈
午
前
の
部
〉

時　
間　
10
時
～
12
時
（
受
付
９

時
45
分
～
）

内　
容　
調
理
実
習
・
栄
養
相
談

「
バ
イ
キ
ン
グ
で
カ
ロ
リ
ー

チ
ェ
ッ
ク
！
」

講　
師　
神
奈
川
県
栄
養
士
会

定　
員　
先
着
35
名
（
申
込
制
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん

〈
午
後
の
部
〉

〈
午
後
の
部
〉

時　
間　
13
時
～
15
時
（
受
付
12

時
30
分
～
）

内　
容　
講
演
「
今
日
か
ら
で
き

る
糖
尿
病
の
予
防
と
自
己
管
理
～

次
の
健
診
が
楽
し
み
に
な
る
生
活

習
慣
改
善
の
虎
の
巻
～
」

講　

師　

か
た
や
ま
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長　
片
山　
隆
司　
先

生定　
員　
先
着
１
０
０
名

場　
所　
川
東
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

マ
ロ
ニ
エ
（
小
田
原
市
中
里
２
７

３
―
６
）

申
込
・
照
会
先　
糖
尿
病
週
間
行

事
実
行
委
員
会
事
務
局
（
小
田
原

市
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
４
６
５
―
４
７
―
４
７
２
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年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が

一
定
基
準
額
以
下
の
、
年
金
受
給

者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は

請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。
案
内

や
事
務
手
続
き

は
、
日
本
年
金
機

構
（
年
金
事
務
所
）

が
実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

①
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
て

左
記
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
方

◆
65
歳
以
上
で
あ
る

◆�

世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
が

非
課
税
と
な
っ
て
い
る

◆�

年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額

の
合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ

る
②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
て
左
記
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
方

◆�

前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万

円
以
下
で
あ
る

●
請
求
手
続
き

①
平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

◆�

対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
ご

案
内
が
９
月
上
旬
か
ら
順
次
届

き
ま
す
。
同
封
の
は
が
き
（
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）

を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
平
成
31
年
４
月
２
日
以
降
に
年

金
を
受
給
し
は
じ
め
た
方

◆�

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て

年
金
事
務
所
ま
た
は
市
区
町
村

で
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

か
ら
、
口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た

り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
ご
請

求
で
お
困
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、

お
電
話
く
だ
さ
い
。

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
５
―
４
０
９
２

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
虐
待

は
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
認
知
症
や
障

が
い
に
対
す
る
理
解
不
足
、
家
族

の
介
護
疲
れ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
あ
り
ま
す
。

　
虐
待
を
早
期
に
発
見
し
、
ま
た

地
域
全
体
で
見
守
り
、
支
援
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
は
健
や
か
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
、
万
が
一
の
虐
待
か
ら
も

救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
が

�

虐
待
に
な
り
ま
す

　
虐
待
は
大
き
く
５
つ
に
分
か
れ
、

い
く
つ
か
の
虐
待
が
重
ね
て
行
わ

れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◇
身
体
的
虐
待

　
暴
力
を
ふ
る
い
体
に
傷
や
痛
み

を
負
わ
せ
る
こ
と
、
身
動
き
が
と

れ
な
い
状
態
に
す
る
こ
と
。

（
例
）
た
た
く
、
蹴
る
、
縛
り
付

け
る
、
無
理
や
り
食
事
を
口
に
入

れ
る

◇
心
理
的
虐
待

　
侮
辱
や
拒
絶
の
言
葉
・
態
度
で
、

精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。

（
例
）
怒
鳴
る
、
悪
口
を
言
う
、

子
ど
も
扱
い
す
る
、
意
図
的
に
無

視
す
る
、
心
理
的
苦
痛
を
与
え
る

◇
性
的
虐
待

　
無
理
や
り
（
ま
た
は
同
意
と
見

せ
か
け
）
わ
い
せ
つ
な
こ
と
を
し

た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
。

（
例
）
人
前
で
お
む
つ
を
交
換
す

る
、
下
着
の
ま
ま
放
置
す
る
、
わ

い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
（
さ
せ
る
）

◇
経
済
的
虐
待

　
本
人
の
同
意
な
し
に
財
産
や
年

金
、
賃
金
な
ど
を
使
う
こ
と
。
ま

た
、
理
由
な
く
金
銭
を
与
え
な
い

こ
と
。

（
例
）
不
動
産
や
年
金
、
預
金
を

勝
手
に
使
う
、
必
要
な
金
銭
を
渡

さ
な
い

◇
ネ
グ
レ
ク
ト
（
介
護
や
世
話
の

放
棄
）

　
食
事
や
入
浴
、
洗
濯
、
排
せ
つ

物
な
ど
の
世
話
や
介
助
を
ほ
と
ん

ど
せ
ず
、
心
身
を
衰
弱
さ
せ
る
こ

と
。

（
例
）
食
事
を
与
え
な
い
、
入
浴

さ
せ
な
い
、
受
診
さ
せ
な
い

虐
待
の
原
因
の
一
つ
は

�

介
護
疲
れ
で
す

　
介
護
者
の
心
身
の
疲
労
は
、
虐

待
の
主
な
原
因
の
一
つ
で
す
。

　
介
護
は
長
期
に
わ
た
る
こ
と
が

多
く
、
ま
た
「
自
分
（
た
ち
）
で

や
ら
な
け
れ
ば
」
と
、
家
族
だ
け

で
全
て
を
抱
え
こ
も
う
と
す
る
場

合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護

者
の
負
担
が
限
界
に
達
し
た
と
き
、

虐
待
と
い
う
結
果
を
招
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
短
期
入
所
な
ど
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
で
介
護
者
の
負
担
を
減
ら

し
、
冷
静
に
な
れ
る
時
間
や
休
息

で
き
る
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

「
高
齢
者
虐
待
防
止

�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」で

�

虐
待
防
止
へ

　

町
で
は
「
高
齢
者
虐
待
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
け
、
各
関

係
機
関
の
連
携
を
強
化
し
、
高
齢

者
虐
待
防
止
の
支
援
方
法
の
構
築

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
自
治

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
保
健
福
祉
事

務
所
、
医
療
機
関
、
警
察
署
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
町
な
ど
の
機
関
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
を
上
手
に

�

利
用
し
ま
し
ょ
う

　
虐
待
を
し
て
い
る
本
人
に
は
、

虐
待
を
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が

な
い
場
合
が
多
い
で
す
。

　
虐
待
さ
れ
て
い
る
側
も
、
介
護

し
て
く
れ
て
い
る
家
族
を
か
ば
う

こ
と
、
ま
た
、
虐
待
さ
れ
て
い
る

事
実
を
周
囲
に
知
ら
れ
た
く
な
い

と
い
っ
た
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
介
護
を
し
て
い
る
人
は
、
悩
み

や
心
配
ご
と
を
一
人
で
抱
え
こ
ま

な
い
で
く
だ
さ
い
。
専
門
機
関
や

相
談
窓
口
を
上
手
に
活
用
し
な
が

ら
、
介
護
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。周

囲
の
気
付
き
と

　
　
通
報
が

�

み
ん
な
を
救
い
ま
す

　
虐
待
を
防
ぐ
に
は
、
周
囲
の
早

期
発
見
が
重
要
で
す
。

　
守
秘
義
務
に
よ
り
、
通
報
者
名

と
そ
の
内
容
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

虐
待
を
発
見
し
た
と
き
や
、
虐
待

か
も
と
い
う
疑
い
を
持
っ
た
と
き

に
は
、
す
ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
介
護
に

関
す
る
相
談
／
虐
待
の
通
報
先

　
福
祉
課�

☎
８
５
―
７
７
９
０

◆
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
相
談

　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
８
５
―
３
０
０
２

　　　　　と　　　　　　で

高齢者高齢者と障がい者障がい者を
� 虐待� 虐待から守守る

早期発見早期発見 見守り・支援見守り・支援


